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仁海外だより〕 ウイスコンシン大学より
都、は，今米国~イスコンシンチトiのマジソン市にあるワ
イスコンシン大学にて病理学教室に属し研究生活を送っ
ておヲます。ワイスコンシン持!は，米国の中西部にありや
や北害予に位霊し，北はカナダに接し，東はミシガン湖
に面しています，農業・牧畜を主に営み，1拐や森にめぐま
れるのどかな升iであります。しかし，気侯は大陸性のた
めか変動しやすく特に冬の寒さは載しいところです。マ
ジソン市は，そのウイスコンシン升!のややi有寄ヲにある
人口およそ17万の小さな市で，ウイスコンシン大学を中
心に市のたたずまいが広がっています。したがって，ワ
イスコンシン大学の構内がこの市の象徴となっているの
です。クイスコンシン大学の構内は，かなり広大で学期
中には学生・教授および職員を含めると 5--6万人の人
が存在することになります。大学の携内は，いつも学生
達であふれ，昼休みなどはカフェテヲアは非常ににぎや
かにな野ます。
私の研究室は， 13大学病院に接して建てられた SC-
IENCE MEMORIAL INSTITUTEという建物の中
にあ担ます。この建物の周辺は，学生も多くにぎやかで
す。医学部の基礎系の研究室が，主にこの建物とまたこ
の建物に接する挺EDICALSCIENCES BUILDING 
に存在します。以前，千葉大学医学部の生化学教室の橘
教授・森助教援は， この MEDICAL SCIENCES 
BUILDINGにある生理化学教室にて， Philip P. Co-
hen教設のもとで研究生活を送ったわけですが，その
他薬理学・生理学・解部学教室等が，これらの 2つの
建物の中にあり， 2つの建物のなかはまったく自由に
通行可能です。私の属します病理学教室は，諒床および
基礎部門と 2つに分かれ，新しい大学病院が呈IJの場所に
建てられて以来その連絡がやや疎になっているようで
す。本lの教授であ予ます Stanley Goldfarb教授も，
以前辻臨床部門で仕事をしておりましたが，現在は基礎
部門に員し，ラット等を用い主に肝議癌の発癌のメカニ
ズムについての研究をしております。しかし時々新しい
大学病院に行き，肝生検察本を診断しているようです。
ウイスコンシン大学には，癌研究の分野では世界的に
有名な McArdle研究所があり，化学発癌物質による発
癌機講等についての研究がさかんに宥われています。こ
の研究所は，私の研究室のすぐそばの建物ですので，癌
放射隷塁学教室高 円 博文
についての基礎研究の最新a清報が得られます。また 
McArdle研究所では，セミナ一等が類自に開かれ，癌
研究の告々の分野の権威が講師として招かれ，興味課く
勉強になります。 StanleyGoldfarb教授も，弘前は 
McArdle研の chairmanであヲます。同教授は H.C. 
Pitot教授とともに特に肝臓癌の発、癌過程におけるコ
レステロール代離の異常についての研究をしてお担，現
在でも McArdleとは密接にb情報を交換しているようで
す。
今，私たちの研究室は，特に北学発癌物質を用い，ラ
ットに肝識癌を作成しています。癌が出現する退謹?こ現
れる hyperplasticpopulationの性費について histo-
chemicalな方法を用い， その経時的推移を見てお予ま
す。現在 histochemicalな方法で染色でき，hyperplastic 
populationのマ)カーとして重要視されているのが 
Glucoseふ phosphatase，A TPaseおよび r-g1utamy-
1transpeptidaseという酵素であります。この population
が癌に発達する過患で， G6--Paseおよび canalicular 
ATPaseの活性を失うのです。これらと辻逆に r-g1ut-
amyltranspeptidaseという酵素は，成熟ラットの肝細
抱ではほとんど活性を認めないが，この populationの
肝紹胞では活性がみられるようになヲます。この欝素
は，ラットの胎児の許紹胞にはかなりの活性が認めら
れ， α・フェトプロテインが見干癌患者血、清中iこ出現するよ
うに，実験肝癌の分野では特に脚光をあびております。
しかもこの欝素陽性の populationは，増殖能が高く前
審集団としての性格をもっていると考えられています。
しかし，この酵素活性をもっ hyperplasticSpopulation 
がすべて癌へと進行するわけでなく，どうも一部のもの
詰そのままにとどまるが元の正雪な肝細胞に戻ってしま
うらしいのです。したがって現をのところ r-g1utamyl 
transpeptidaseが前癌集団としてのマーカーとして存
用だが，この酵素の活性を認める肝結抱が許癌締抱への 
precursorと考える;こはまだ詞題があるようです。
このように一見解明できたようでもまだまだ難解な面
があり，癌研究の難かしさ，奥深さに驚くばかりです。
私も，もうすこしこのウイスユンシン大学に世話にな
予，癌の基礎研究の動向を見顕したいと患っておヲま
す。
